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一  はじめに

インドでは一般に、禅定を修習することにより超自然の能力や奇蹟的現

象をあらわす能力が得られるとみなされ、その能力は仏・阿羅漢や神々は

もちろん、修習した禅定の段階に応じて凡夫にも備わると考えられていた

(後説の漏尽通は除 く)。 この能力は神通 (力 )と呼ばれ、それによってあ

らわされる奇蹟的現象を神変 と呼んでいる。阿含経典をはじめアヴァダー

ナや仏伝には釈尊自身の行なった神変が頻繁にあらわれ、そのうち舎衛城

の神変はよく知られているが、釈尊は弟子たちには教誡神変 (漏尽通に相

当)以外の神変を現わすことを禁じていたとされる(1ヽ

大乗仏教になると神変は十方諸仏思想を反映して大規模になり、経典を

構成する大きなモチーフとなった。この事情は法華経においても同様であ

り、神変なしに法華経は成立しないといってよい。相前後して成立した初

期大乗経典をみると、神変の描写には現象面においていくつかの共通点が

あり、またそれらは衆生を仏陀の教説に導き入れる契機を与えるという点

で一致している。しかしまた、それぞれの神変は各経典の思想・教説を反

映しており、その象徴する意味は経典によって異なるように見える。

法華経の神変については多 くの論政のなかで関説されているが、神変の

各要素が法華経においてもつ意味について若干の検討の余地が残されてい

ると思われる(2、 そこで本稿は光明と化仏に焦点をあて、この点を考察しよ



うとするものである。なお以下の考察においては原始分法華経、すなわち

梵本における第一章乃至第二十章 (提婆品を除く)を対象とする。

二 神通と神変

仏教では神通に関して一般に五種ないし六種を数え、その各々を「通」

abhijiaと よび、また総称して五通あるいは六通という。五通とはに澪申足通

(rddhi‐ abhijia)0天耳通 (divyaSrOtra‐ a°)|ヽ他心通 (cetattparyaya_a° )

0宿住随念智通 (pirvanivasanusmFti_a° )ω死生智通 (cyutyutpada/

cyutyupapatti‐ a°)でをらり、 い漏尽通 (asravak,aya― a°)を力日えて六通と
'ま

る。ヽ 神足通はまた如意通ともいい、一身にして多身となったり、多身にし

て一身となったり、現われたり隠れたりを自在に行なったりする超自然の

能力、天耳通は神々や人々の声を聞く能力、他心通とは他人の心を知る能

力、宿住随念智通は自己の過去を知る能力、死生智通はまた天眼通ともい

い、衆生が業によって生まれかわるのを知る能力、漏尽通は自己の煩悩の

滅尽を知る能力である
“
ヽこれらのうち前五通は世間的な通であり、漏尽通

は仏のみが備えるとされる。以上の「通」は阿合の修行道では慧学に位置

づけられ、智慧を本質とするので「智」 (1原次、神境智、天耳智、他心智、

宿住随念智、死生智 (天眼智)、 漏尽智)と もよばれる●L

法華経の神変を考察するに先立ち、阿含・論書所説の神通・神変につい

て概観する。蓋し本経の神変においてはそこに見られる概念が重要である

と考えるからである。

資料としてパーリ長部「沙F]果経」 (Samaniaphalasutta)を とりあげ

る。この経にみられる六通は、六通の記述としてある程度確定した段階の

もので、内容的にも詳しく、またパーリ聖典の権威とされる『清浄道論』

(磁協α″λ物偲♂α)のネ申通論の典拠になっている(0。「沙門果経」では、比

丘は四禅定を修した上で、六通の体験を一つづつ述べる。その第一が神通
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(iddhi‐vidha)で あり、次のように書かれている。

「また、比丘は心が安定し、清浄で純潔となり、汚れなく、小さな煩悩

も離れ、柔軟 となり、機敏にものに応ずるもの、しかも (それ自らは)堅

固な不動のものとなると、さまざまな神通 (超能力)に心を傾け、心を向

けます。比丘は、さまざまな神通 (超能力)を体験 します。一から多にな

り、また多から一 となり、あるいは現われたり隠れたり、塀や城壁や山の

向う側へ障害なく、まるで空中を行 くように通 り抜け、あるいはあたかも

水中でするように大地にもぐったり浮かび出たり、また地上を行 くように

水の上を割らずに歩き、また羽のある鳥のように空中も足を組んで飛び歩

き、またあんなにも偉大な力をもち、あんなにも輝かしい威光をもった月

と太陽に手でさわったりなでたりし、はては梵天の世界にさえ肉体をもっ

たままで到達します」(つ (A)

ここには神通の基本的要素である、自己の増殖 と統合、移動 0出現の自

由が含まれている。この文はパーリ長部「堅固経」や中部「サクルダーイ

大経」6)、 「身行念経」あるいは増支部「バラモン品」等に細部にわたって

ほぼ同一の文章であらわれ("、 神通の説明として一般的なものである。「沙

門果経」では「神通」 (iddhi‐vidha)の説明となっているが、「堅固経」お

よび「バ ラモ ン品」で は これ を「神通神変」 (iddhi‐patihariya/rddhi‐

pratiharya)の 説明の中で述べている。したがって「神通」は同時に「ネ申通

神変」をも合意しており、超自然の能力とそれによって行なわれる奇蹟的

行為 との両方をいうのである。「ネ申変」 (pratiharya)は 阿含では神通神変

(iddhi/anubhava_patihariya)・ 言己認tネ申Z変  (adesana_p° )・ 老史言成ネ申変

(anusasani‐ p°)の三に分類され、内容よりして1頁次神足通・他心通・漏尽

通に相当すると考えられている(10。

ところで「沙門果経」においては、上掲の神通とは別に、「知による直観」

(知見、i履,adassana/jianadarsana)と 意生身の化作能力との記述がある

ことに注意したい。比丘は六通の前段階で四禅定の境地に至り、そのあと
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六通を実体験する前に、まず「知による直観」に心を傾注して自己の身体

の本質を洞察し、意識が身体に密着し依存していることを知る。続いて、

「思考から成り立つ身体 (意生身)を化作することに心を傾け、心を向

けます。彼 (比丘)はその (自己の)身体とは別の身体、 (すなわち)形は

あるが思考から成り立ち、四肢も完全にそなえ、 (眼や鼻の)感覚器官もそ

こなわれないままの身体をつくり出します。」(11)(B)

という。上掲の神通体験の文章 (A)は このあとに続くのである。文脈とし

ては意生身の化作のあと、神通にはじまる六通の実体験に続くことになり、

化作と神通とに連続性を読み取ることは可能であるけれども、この経では

まだ化作は神通に含まれていない。

さきに神通体験の文章 (A)の ところで解説した自己の増殖とは自己の化

身 (意生身)をつくりだすことをいう。意生身の化作は内容よりして神通

に通ずるものであることから、後にネ申通のなかにとりこまれるようになっ

たと考えられ、事実、後の文献では意生身の化作は神通として説明される

ことが確認できる。後代の論書ではこれらの要素が整理されていくが、以

上の内容を最も端的に要約したものとして『倶舎論』がある。その中では

「神通とはl―l行 くことと0化作とである」として、l―lイ子くこととは、身体

が鳥のように空中を飛ぶ、遠くにあるものを近くにあらしめようと欲すれ

ば速やかに近くに至る、はるか遠くでも心をそこに思っただけで瞬時にそ

こへ行く、の三項によって説明され、0化作とはまず神通の果として能変

化心が起こり、次にその化心が身体を化作することであるという(12ゝ

「沙門果経」の神通を解説しながら神通論をまとめる『清浄道論』は、

第f二章 「ネ申通の解釈」 (IddhividhaniddesO)の 中で率申通 (iddhi)を 十種

に分類する。それらは、一、加持神通(10(adhitthana iddhi,加 持によって

完成する神通)二、変化神通 (宙 kubbana iddhi,本 来の姿をはなれる変化

による神通)三、意所成神通 (manOmaya iddhi,身体内に意所成の他の身

体が完成することによる神通)四、智遍満神通 (hana宙 pphara iddhi,知 恵
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の威力によって現れた神通)五、定遍満神通 (samadhi宙 pphara iddhi,止

の威力によって現れた神通)六、聖神通 (ariya iddhi,心 自在の諸聖者にの

み可能な神通)七、業報生神通 (kamma宙 pakaia iddhi,鳥 などが空中を

飛ぶこと)八、具福神通 (puniavatO iddhi,転輪聖王などの福徳資糧の増

大による神通)九、呪術所成神通 (宙jjamaya iddhi,呪 術師などの神通)

十、彼々処正加行縁成神通 (tattha tattha sammapayOgapaccaya ijj‐

hanatthena iddhi,個 々の正しい加行によって得られた神通)である(10。

実はこの十神通は、『清浄道論』の著者ブッダゴーサ (五世紀)が同書の

著作にあたり準拠したとされる『無擬解道』 (fし′れπb蒻ク2昭r)にすで

に出ている(10。『無擬解道』は阿含とアビダルマの過渡的性格をもつことか

ら、紀元前三百五十年前後の成立とみなされている(10。

十神通を通観すればわかることであるが、一～三は神通の具体的な現わ

れかたであり、神通そのものの性格を表しているのに対し、四～十は神通

示現者の資質に関する分類とでもいうべきものになっている。『清浄道論』

によれば、「沙門果経」本文における神通とは第一の加持神通であるが、神

通の意味としてはそのほかに第二の変化神通と第二の意所成神通に注意す

るべきであるという。これらのうち変化神通とは、自らが本来の姿とは別

なる姿を現わそうと加持 (決意)す ることによるもの、一方意所成神通は、

自己の身体に心を傾け「空洞となれ」とカロ持して空洞となった身体内に「他

の身体あれ」とカロ持することによるもので、それによって化作された身体

は神通示現者とよく似たものとなる(1つ。したがって変化神通と意所成神通

とは加持神通の下位分類であると考えられる。さらに意所成神通が加持神

通の一部であることは、同書に「意所成とはカロ持の (決意した)意によっ

て化作されたものであることから意所成という」(18)と ぁるほか、『無凝解

道』によっても裏づけられる。すなわち、前出の意生身の化作の文章 (B)

中「ここで比丘はその (物質的な)身体から、別の身体、 (すなわち)形は

あるが意所成の (思考から成り立ち)、 四肢も完全にそなえ、 (眼や鼻の)
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感覚器官もそこなわれないままの身体をつくり出します」と同一文が『無

擬解道』の意所成神通の解説中にあるが
10、 同書の加持神通の説明中にも

ほぼ同文が見られるからである。の。

ここでその加持神通の説明中の文 と、それに続 く部分を引用する。とく

に化作されたあとの化身 (意生身)の特徴に注意したい。

「彼 (神通をもち心自在を得た者)はかの梵天のところで、形はあるが

意所成の (思考から成 り立ち)、 四肢 も完全にそなえ、 (眼や鼻の)感覚器

官もそこなわれないままの身体をつくり出します。もしその神通をもつ者

が歩けばそのとき化身も歩き、その神通をもつ者が立ち止まればそのとき

化身も立ち止まり、その神通をもつ者が座ればそのとき化身も座 り、その

神通をもつ者が臥せばそのとき化身も臥し、その神通をもつ者が香を発せ

ばそのとき化身も香を発し、その神通をもつ者が燃え立てばそのとき化身

も燃え立ち、その神通をもつ者が法を説けばそのとき化身も法を説き、そ

の神通をもつ者が問いを発せばそのとき化身も問いを発し、質問されたそ

の神通をもつ者が問いに答えればそのとき質問された化身も問いに答え、

この文では化身 (意所成身)は化主 (神通示現者)と 同時に同じ行動をと

るというのである。後の文献である『倶舎論』では神通示現者が仏の場合

には意所成身の説法は仏 と必ずしも同時であるという限定を受けないとさ

れている(22)。

ここで「沙門果経」所説の、種々の神通と化作の理解に示唆を与えるも

のとして『喩伽論菩薩地』をも参照しておく。その第五威力品 (prabhava)

では神通 (rddhi)を 、質を転換する能変通 (pari■amikT Fddhi)と 非実在

なる化身を作 り出す能化通 (nairma■ikT Fddhi)の二種に分けていて123p、

化作が神通の一部 と理解されたことを示している。そこでは能変通を十八

種に分類する中で、ヒマラヤ山脈を一原子 (大)に圧縮したリー原子をヒ

マラヤ山脈 (ほ ど)に拡大したりするという、圧縮 (sattkoepa)と 拡大
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(prathana)、 姿 を現 した り隠 した りす る出現 (avirbhava)と 隠没

(tirobhava)、 壁や山などを妨げられずに行き、梵天へ行ったり来たりする

往来 (gamanagamana)が 示されており(20、 これらは「沙門果経」にいう

神通に相当する。他方、能化通 とは化心によって意のままに化身を作 り出

すこととされ、「沙門果経」に見られる意生身の化作能力に相当することは

明らかである。「菩薩地」でも「沙門果経」にいうような意生身の化作 とい

う能力が二種の神通の一つとして理解されていることがわかる。

以上より、阿含・初期論書における神通の概念に、圧縮 と拡大・移動・

出没・化身の化作を確認し、とくに化身の化作は独立的に扱われていた形

跡のあることを指摘した。

三 法華経の神通と神変

法華経において仏・菩薩あるいは声間に属する神通と神変を表す語はサ

ンスクリット文においても漢訳においても多様である。サンスクリット文

のなかでは阿合における神通の用語を引き継ぎ、(1)abhijha(通 );(2)rddhi

(神通);(3)anubhava(神 (通)力・威力)が頻出し、用例は多くないが重

要な場面で (5)adhiothana(ヵ 口持・ネ申通 (願)力の );(6)pratiharya(ネ 申変)

が用いられる。このほか (7)prabhava(ネ申 (通)力 ):(8)vih可ita(遊戯神

通)も 見られる。0。 一方羅什訳『妙法蓮華経』における各語の漢訳は、上

にあげた複数の神通の概念に対してかなり自由に「ネ申通 (力 )」「神変」「威

徳 (力 )」「威力」「威神力」「威光」などと訳している。つ。以下の文中では

便宜的にabhijhaを 「通」、rddhiを 「神通」、pratiharyaを 「神変」とする。

法華経ではこれらのうち通 (abhijia)や神通 (Fddhi)が菩薩の資格とし

て重視され、通に関しては第二章讐喩品で華光如来の国土の菩薩を、第十

四章従地涌出品で地涌菩薩を形容するとき「偉大な通の業に熟達した」

(mahabhijha‐ parikarmaniryata)(2め と述べ、第八章五百弟子授記品で
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は、プールナ 0マイ トラーヤニー・プトラヘの授言己後「(彼は)あ らゆると

ころで菩薩の通を身につけ、きわめて自信に満ちた法の説き手、疑いをは

なれた法の説き手、きわめて清らかな法の説き手であった。」として(20、 菩

薩の通を法師の資格 として評価する。他方、神通に関してはしばしばその

保持者を「偉大な神通を身につけている者」 (maharddhika)と 呼ぶほか、

第六章授記品ではスブーティに授記した後、彼がシャシケー トゥという名

の仏陀となってラトナサンバヴァという国土に現われたとき、そこにいる

彼の無数の弟子である声間を「六通 と三明 と偉大な神通 とをもつもの」

(。 agabhijha‐ traividya‐ maharddhika)と いい●の、同意のマウドガリヤー

ヤナヘの授記後にも同様の記述がある。1)。 これは仏典特有の類語列挙であ

るが、「偉大な神通」が三明六通 とならんで記されていることは注意してよ

いであろう。

阿含で釈尊が神変を禁じたのとは対照的に、この経では通 (abhijia)や

神通 (rddhi)は仏・菩薩の徳を賛えるのに肯定的に用いられることが多

い。就中、法華経においてはネ申通が中心であり、この語が―pratiharya(神

変 )、 ―abhisattSkara(発揮 )、 あるいは‐avabhasa(示現)と いう語と複合

語を作つて、奇蹟的現象を表している。そこでこれらの複合語の用例を中

心に、経中の特に重要な奇蹟を章ごとにまとめてみる。

l―l第一章序品――釈迦仏の放光明による十方の仏国土照出 ((maharddhi‐ )

pratiharya)

0第十一章見宝塔品――多宝如来の塔の出現 (adhiothana)° 分身仏の召

集・国土の浄化と拡大 (三変土田 :rddhibalaに よる)0釈迦仏の虚空への上

昇・四衆の虚空への移動 (anubhava)

0第十四章従地涌出品――地涌菩薩が釈迦・多宝如来 と分身諸仏に礼拝す

る長時間を短時間に見せ、世界を菩薩遍満と見せる(Fddhyabhisattskara)

lul第十五章如来寿量品―一成道後長期間を経ているのにそうではないと見
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せ、霊鷲山にいるのに涅槃を見せ、衆生の顛倒が直れば姿を現わす (ad‐

hi§ thanabaladhana)

0第二十章如来神力品一一吐舌相による幾多の光明から出る菩薩 (rddhi―

pratiharya,Fddhyabhisattskara)・ あらゆる仏国土の衆生に見宝塔品所説

の釈迦・多宝二仏並座や分身仏 0四衆の参集を見せる (anubhava)

上の (一)乃至 (五)の うち右にあげた神通との複合語で表されている

のは (一)(三)(五 )に見られる奇蹟、すなわち第一章序品における釈迦

仏の眉間白竃相からの放光明による十方の仏国土照出、第十四章従地涌出

品において地涌菩薩のみせる奇蹟、第二十章神力品において釈迦・多宝如

来の吐舌相の光明からの菩薩の遍満という奇蹟、である。序品と神力品、

つまり冒頭 と最後の両章における壮大な奇蹟はいずれも神変 (rddhi‐

pratiharya)と 呼ばれている。これらのほか (二)に挙げた見宝塔品の三変

土田も神通 (rddhi)に よるものとされている。

一方、見宝塔品における多宝如来の塔の出現、および寿量品における釈

迦如来の誕生と入滅は“adhiothana"(加持)に よると述べられているが、

すでに前節で述べたようにカロ持もまた神通にほかならないのであるから、

(一)乃至 (五 )に おける全ての奇蹟は神通 (Iddhi)に 基づいているとい

うことができる。

四 光明と化仏

前節の (一)乃至 (五)に は神変の種々の現象が含まれている。ここで

は他経との共通要素を比較するために光明と分身仏について考察したい。

まず光明について述べる。多 くの大乗経典の例にもれず、法華経の神変

も三味を前提 とした仏の放光明によって始まり、またその光明が大きな役

割を担っている。光明想が定の前提 となることはよく知られるところであ
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り、たとえば『無凝解道』では、「光明想が成ずるから神通である」0の と述

べ、光明想が神通獲得の条件であることがわかる。また「光明 (obhasa)

によって多様性と単一性との色相を見る意味の慧が天眼智である」60と い

い、光明が天眼智の特性であるとも述べられている。注釈によれば、それ

は光明をもつ心を修習することによって衆生のさまざまな境涯と行い、そ

れによる業と輪廻の様子を見ることであるという
“
4、 これは天眼智に関す

る典型的な説明で、「沙門果経」などと共通である●つ。光明により衆生の境

涯を見ることは阿含では天眼智に帰せられるものであるが 30、 法華経では

神通に帰せられ、しかも仏陀の放つ光明はその有様を衆生一般に見せるこ

とが目的になる。

法華経序品では、釈尊が霊鷲山で無量義処三味に入られたとき眉間白竃

相から一筋の光明 (rasmtt prabha)が発せられた。その光は東方一万八

千の仏国土を照しだし、霊鷲山の会座にいた四衆にはそれぞれの仏国土に、

説法する仏陀、六趣の衆生、修行している四衆や菩薩たちの姿が見えた。

この情景は (偉大な神通による)神変 ((maharddhi‐ )pratiharya)と 呼ば

れている。つ。その奇瑞を目のあたりにした弥勒は、四衆を代表してその意

味を文殊師利に尋ねる。文殊師利は「正等覚者で尊敬さるべき如来は一切

の世間の人々には難信の法門を聞かせようと欲して、このようにこの偉大

な神変や光線を放って輝かすという前兆を示されるのだ」00と答える。

この仏国土照出は法華経信仰者たちにとっての仏陀入滅後の状況認識を

示すと考えられているが 3り、霊鷲山の会座にいる者たちにとってはこの神

変は驚異と好奇心を覚え、説教に耳を傾けるための動機づけである。経文

は光明に照らし出されたさまざまな仏国土のありさまを見た四衆や神々は

「世尊のこのようなこの偉大な瑞相である神変の輝きを見て、驚異の念を

抱き、未曾有の思いをし、好奇の心を起こした」
“
のと述べている。またこ

の時とおなじように過去に日月燈明仏の放光明が東方一万八千の仏国土を

照出したときにもこの仏の説法の会座にいた菩薩たちは「その大きな光明
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によって世界が照らされたのを見て、驚異の念を抱き、未曾有の思いをし、

歓喜し、好奇の心を起こした」い)と いう。ここで注意したいのは、仏の放

光明による神変に触れた衆生は、歓喜し、好奇心を起こすが、それが直ち

にそれ以上の得果につながるのではない、ということである。第七章化城

喩品においても大通智勝仏の成道時に十方の世界が光明 (avabhasa,

tejas)に 覆われるが、照らし出された衆生は自分たちの境遇を認識するに

とどまる(42)。

仏の放光明は初期大乗経典に共通の神変であるが、以上の法華経の放光

における描写と比べ、他の経典では放光に触れた衆生には明確な得果が結

びつく。例えば、法華経に先行し、いわゆる原始大乗経典に属する『大阿

弥陀経』、また『無量清浄平等覚経』では阿弥陀仏の光明に触れた衆生の苦

からの救済が強調される●3、 _方「般若経」に関していえば、初期に属す

る『八千頌般若経』には授記時(44)以外には放光の記事はなく、光明による

十方仏国土照出という神変もないが、発展した形である『二万五千頌般若

経』では仏陀の放った光明に触れた菩薩はみな正等覚に至ることが決定す

ると述べる
“
つ。これら『大阿弥陀経』『二万五千頌般若経』では神変の展開

にしたがって光明にこれら以外の意味も付加されていく。梶山雄一博士は

『大阿弥陀経』『二万五千頌般若経』『華厳経』にあらわれる神変を大乗を

代表する神変 と位置づけ、それらにおいては仏陀の光明を見た衆生はそれ

ぞれの優劣により (一)慈心歓喜 (二)作善 (三)解脱、という段階的救

済が述べられているとした。
“
0

法華経 との類似性が指摘されている『首拐厳三昧経』では種々の神変が

描かれているが、仏国土を照出する場面は一度であり、それは次のように

なっている。

仏陀は霊鷲山における説法の会座で中空に浮かびあがって結珈映座し、

身体から光明を放った。その光明は十方の仏国土を照らし出し、会座の一

同は無数の仏陀の説法の姿を見た。それらの仏陀たちも中空で結枷映座し、
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身体から光明を放っていたが、それらの諸仏の会座の一同は霊鷲山上空に

おける釈迦仏を見、かなたから花や馨をまくと、それが霊鷲山上の釈迦仏

の上で天蓋 となり、霊鷲山会座の一同がまいた花や馨は十方の仏国上の諸

仏の上で天蓋 となった。世尊はこの神通を終えたのち「如来は衆生たちの

善根を増大させるために諸々の如来を見るという神変 (cho'phrul)を あら

わしたのだ」といい、この神変を見た神や人間たちは無上正等覚に心をお

こした(47)。

ここでは仏陀の放光明による仏国土照出という神変は衆生の善根を増大

させるためであることが明記され、衆生はこの神変を見ることによって直

ちに無上正等覚に発心するとみなされる。

法華経においては、仏国土照出という神変に触れた衆生は最終的には発

心に導かれることになるが、その神変は直ちに発心を喚起するのではなく、

あくまで発心への導入とでもいうべき位置を占めている。これは、その全

体をとおして発心に導いていく、この経の思想を反映している。その点で

法華経の放光明には、仏陀の放光明が無条件に衆生の救済、あるいは正覚

(への発心)に直結する上記諸経典のそれと同じほどの絶対性はみられな

い。ちなみに、『八千頌般若経』や『首拐厳三昧経』では授記時の放光明の

描写があるが、法華経では授記時にそのような記述はない
“
0。

次に、序品で各仏国土の中に照らし出され、見宝塔品で霊鷲山に参集す

る分身諸仏と、如来寿量品にて明らかにされる寿命無量の釈迦仏 との関係

について述べる。分身という語の概念については、すでに苅谷博士が明確

にされているように、最も詳しい名称は atmabhava_nirmita tathagata‐

vigrahaであり、その中心概念は (vigrahaで はなく)nirmita(化 作された)

である
“
9し ただし博士はその意味を「 (あ る仏〈甲〉によって)(その仏〈甲〉

の)身体から化作された如来の身」と依主釈に理解するが、第二節でみた

ように化主が化作するときに拠 り所 として最初に作るものは化心であり、
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身体から化作するというのは不明確であるので、atmabhava_nirmitaを 持

業釈と理解し、全体を「化作された身体 としての如来の姿」と解したい。

分身仏はいずれも釈迦仏によって化作された身体をもつ仏である。換言

すれば、この分身仏は化仏であり、身体を有するけれどもその存在は釈迦

仏の思考と所作に依存している。このことは、如来神力品における吐舌相

の神変の描写の中で確かめることができる。その場面はこうである。

釈迦仏は多宝如来とともに虚空の宝塔中にあって地涌の菩薩に滅後の布

教を委嘱し終えたところで、多宝如来とともに口から舌根を出す。二仏の

舌根は梵天にまで至 り、舌根からは幾多の光線が放たれて、各々の光線か

らは多数の菩薩たちが空中に散って教えを説 く。実はこの菩薩たちは三十

二相 を備 えた如来で もある。以上 の情景 は神通 による神変 (Fddhi‐

pratiharya)と 記される。いま注目したいのは、次の言己述である。

「正等覚者で尊敬さるべき世尊である釈迦牟尼如来と正等覚者で尊敬さ

るべき多宝如来とが舌根で神通による神変を行われるのと同様に、百千コ

ーティ・ナユタの他の世界からやってきて宝樹の根元でそれぞれ獅子座に

座られたかのすべての正等覚者で尊敬さるべき如来たちは舌根で神通によ

る神変を行われる。……さて百千年が過ぎたのち、かの正等覚者で尊敬さ

るべき如来たちはその舌根をもとに収め、全 く同一瞬間に一瞬に、そして

みな同時に獅子のような大きな咳払いの音を出し、弾指の音をたてた。」。の

ここでは霊鷲山に参集の分身仏が釈迦仏と同時に舌根の神変を示現した

ことを示している。化仏は化主と、同時に同じふるまいをする、という『無

擬解道』の意所成神通の説明を想起すれば、右の一節は分身仏が釈迦仏の

化仏であることを端的に示すものといえる。法華経はこのように釈迦仏と

十方諸仏を本体 (化主)と化仏の関係 として、現在十方仏を釈迦仏に統合

している。

一方如来寿量品で明らかにされるように、この宝塔中の釈迦仏は成道後

無量劫にわたって衆生を教化しつづける中で、燃灯仏などの如来について
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説き、その入涅槃を語るが、それは自らが教化のために方便によって作 り

だしたものであるという。その存在性はいまこの世で八相成道を示して見

せる釈迦仏と同じであり、現在の釈迦仏が寿命無量の仏であることを通じ

て、燃灯仏などの過去の如来の本体 もこの寿命無量の仏に帰せられ、三世

諸仏をこの寿命無量の釈迦仏に統合しているのである。

これら法華経の分身諸仏は化仏であるが、同時に、八相成道を前提とし

て生き生きと描かれる、具体性をもつ仏である。1ヽ この化仏のありかた

は、「沙門果経」の引用文 (B)に 見られたように、四肢も感覚器官をも完

全に備えたものを作 り出す、という化作の概念に通じると考えられよう。

このような法華経の描写に対して、いま一度『首拐厳三昧経』をとりあ

げ、同じ化仏の扱いかたを見てみよう(52、 経の冒頭近 くにおいて、霊鷲山

における釈尊の説法の会座にいた ドリダマティ (堅意)菩薩の質問に対し、

釈尊は首拐厳三味について説明する。会座の神々や天子たちはこの三味を

説 く如来のために各々獅子座を設けた。そこで世尊は神通力によってその

獅子座に応じて八百四十万コーティ・ナユタの仏陀を化作したが、それら

化仏はみな実在ではないという。経文では「それら (化仏)は [四]大種

から成 り立っているのではないのだから、それら (化仏)は非実在である。

それらは [五]蘊から成 り立っているのでないし、それらは界から成 り立

っているのでないし、それらは [十二]処からなりたっているので [も ]

ないのだから、それら (化仏)は非実在である。」(5め とぃぃ、また「世尊が

この (前述の)よ うな神通力を収めると、それら全ての如来の身体 (化身 )

はあらわされなくなった」(54)と ぃぅ。

『法華経』も『首拐厳三昧経』もともに神通力による化仏を描きながら、

前者は分身仏に具象性を与え、後者はその非実在を強調する。『首拐厳三昧

経』は般若経の思想を反映してあらゆる存在性を否定するものであること

を考慮すればこの相違は当然であるが、それは化仏の性格 も経典の趣旨を

反映するものであることを示している。
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五 むすび

本稿では光明と化仏 という、神変の二つの要素が法華経において持つ意

味を考察した。光明については、他の経典では仏陀の放光が直接に衆生の

救済や無上正等覚に導 くのに対し、法華経では直ちに無条件の救済や覚 り

を決定づけるのではなく、釈迦仏が本経全体を通して発心へ導 くに際して

の動機づけの意味を担うものと考えられる。

一方化仏についてであるが、その存在性に関して、仏教の宇宙論を論じ

たクレッツリ氏の議論を参考にいま少し検討を加え、結びとしたい。氏は

その著書の中で、大乗仏教の宇宙論を十方諸仏の相互照出の世界 とし、原

始乃至部派仏教を一仏とその化仏の世界 として両者を対照的に考えた
。つ。

(こ のうち十方諸仏の相互照出は放光によるので、上述の仏陀の光明は大

乗仏教の宇宙論を象徴するキーワー ドでもある。)同氏によればこのような

分類のひとつの基準は、諸仏が化仏か、十方仏か、ということである。氏

は法華経を、十方諸仏が存在する大乗仏教の宇宙を描 く経典の代表のひと

つとみなされる。それは序品などに描かれる仏陀の放光 という神変そのも

のに大乗の仏陀の特徴を見い出し、またそれが映し出す十方仏とその国土

の記述に典型的大乗仏教の宇宙を見い出すからである。しかし、そこに描

かれる諸仏の性格に関しては立ち入った議論をしていないので、最後にこ

の経における十方諸仏の存在性について述べる。

法華経において釈迦仏の神変によって現わされる諸仏は、すでに述べた

ようにあくまで化仏の要素、つまり原始仏教的仏陀観をとどめている。そ

れは十方諸仏の存在が信じられていくなかで、その諸仏を釈迦仏の化作 と

し、独立
′性を否定することによって釈迦仏に焦点をあてるためであったか

もしれない。しかし同時に、十方仏は化身でありながら、仏伝より受け継

いだ八相成道をイメージさせることによって諸仏の存在性を強調すること

になるので、それが諸仏の独立性につながっていくように思われる。法華
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経は十方仏の存在を前提としながらその属性を釈迦一仏の化仏とするので

あるから、クレッツリ氏の分類によるならば大乗仏教と原始仏教両者の宇

宙論の特質を兼ねているのであり、その点で過渡的様相を示すということ

ができるであろう。

*本稿で用いる『法華経』はケルン・南条本を底本 とし、KNに よって示し

た。ただし品名は羅什訳にしたがった。

略 号

メ[KBh:Pradhan(ed。),4みカググんαη2oα力ο働みた ノα,Patna 1967.

4ハ肇スカg%′滋π%柄 Q。 (PTS)

班 D碧滋πhQ.(PTS)

磁 ■14効iカグ%αηルのα。(PTS)

P′Sfノ物′たα″み力=赫饗轡α。(PTS)

働 4動紹ηttπ
“
απαグλなπ′z,抄睦 S夕α″α

′
滋γを知 滋

′
′″力笏θ七なグπ

σお あり bα 励

“

ρα σ力θ%夕θτ%αθ,Tibetan Tripitaka,Peking
EditiOn,vol.32,no.800,bka''gyur,Indo,Thu 276a4‐ 344a5.

レ贅πfレ竹%α″カグπ⑬ 。(PTS)

『印仏研』:『印度学仏教学研究』

『大正』:『大正新修大蔵経』

註

(1凛己野一義「仏教 における神通神変について」『宗教研究』123,1950,pp.

80‐ 81.前田恵学「神通 より来迎ヘーインド仏教文学に見 られる天界訪問

の二方法―」『印仏研』 7‐ 1,1958,pp.44‐ 56.阿合における神通・神変に
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ついてはそのほか、L.de La Vallё e Poussin,"Le Bouddha et les Abhij‐

ias," Lθ ■イ多κιθη 44, 1931, pp.1 ‐ 8; do, ttⅣ Iagic(BuddhiSt)," in J.

Hastings(ed。 ),Eηのσわク″グjα グ Rθ′ぼοπ απグE厖′θs vol.4,Edinburgh/

New York 1911,pp.255-257な どを参照。

(幼法華経の神変を主題 とした論文に次の二篇がある。丸山孝雄「法華経に

みられる神秘の一考察―神通の示現 とその意義―」『日本仏教学会年報』40,

1975,pp.153‐ 174;紀野一義「仏教における神通神変について」。このほか

注 (13)の渡辺論文、伊藤論文、注 (46)の梶山論文、注 (49)の苅谷論

文などが法華経の神変を扱っている。各論文の詳細は関係箇所の注記にゆ

ずる。

(3デ _り 後期アビダルマでは五通に死生智通 (天眼通)の一種である未来

分智 (anagatattSa‐ ia■a)お よび随業趣智 (yathakammupaga‐ ia■a)を

加えた七種を出すこともある。 西sπ tt p。 429.水野弘元博士によればこ

の七通の初出はT=たαρα′あグπα (PTS,p.154ff)で ある。水野弘元『パーリ

仏教を中心とした仏教の心識論』山喜房 1962,p.926.

“
に れら「通」の内容は以下の本文にあげる阿含のほか、『清浄道論』や

『倶舎論』、その他多 くの大乗論書に説明されている。前田恵学「ネ申通より

来迎ヘーインド仏教文学に見られる天界訪間の二方法―」p.47お よびp.49

n。 5、 丸山孝雄「法華経にみられる神秘の一考察―神通の示現とその意義

―」、梶山雄一「神変」『仏教大学総合研究所紀要』2,1995な ど参照。

6)「通」を「智」とも呼ぶことについて『倶舎論』では、五通の獲得方法

を生得・修得・呪成・薬成 0業成・占相成にわかち、修得の智以外 (生得 )

はすべて定の果ではないので「智」とは呼ぶが「通」とはいわないという。

4臨 ,p.430.桜部建『倶舎論』大蔵出版 1981,pp.240_243.
(6)vis,多  二 p.373.14‐ 17;pp.376.26‐ 378.9;pp.384。 10‐ 405.33.

(7)DN 2 Samaniaphala― sutta:I)♪√五pp.77.30-78.10,78.21‐ 79.2.和

訳は長尾雅人訳「出家の功徳」 (長尾編『バラモン教典 原始仏典』中央公
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論社 1979,p.533)に 準じた。

0)通に関する記述によって「沙門果経」から「サクルダーイ大経」への展

開が裏づけられる。六通は三明に先行するという見解があったが (A.Bar‐

eau,Rθθ力θπみ6s%γ tt ιグοgπ砂カル″%B%己山 ι滋%s′θs Sπ′7zψ′′識αθ′′θS

万%瑠的 ″`滋 απσttπ s Paris 1963,pp。 75‐ 91.)、 榎本文雄氏によりその間

題点が指摘され、逆に三明が発展して六通が成立したことが論証された

(「仏教における三明 (tisso宙jja)の 成立」『印仏研』29‐ 2,1981;「初期

仏典における三明の展開」『仏教研究』12,1982,p.72ff.)。 氏はその中で、

最終項である漏尽通と漏尽知とについて内容的にはたしかに共通するが、

実際の叙述にはかなりの相違を示しているかに見えるという。その理由は、

三明はまず阿含古層韻文経典において定着したのち散文の記述が形成され

たが、そのうち第二知である漏尽知の叙述 として定着した、四諦や漏

asravaを知ることや、「再生は尽きた、純潔な修行は完遂された、なすべき

ことはなされ、もはや (再び)こ の (迷いの)世界に生をうけることはな

い」という解脱の自覚を述べた表現が、六通の概念が完成した後の散文中

の漏尽通では消えているからである(取意)。 本文でとりあげた「沙門果経」

「堅固経」ではこれらの表現がそのまま保持され (DN2.97:DAr tt pp.83.

33‐ 84。 12;DNll:DⅣ 」,p。 215(omit))、 また六通の各項を順にあげなが

ら「六通」とは呼ばないので、この二経は六通の形成段階としては、散文

三明から六通が定着する過渡的段階に位置すると考えられる。

そして「沙門果経」の六通が発展した形が「サクルダーイ大経」に見出

される。「沙門果経」における四禅・知見・意所成身・五通の説明は「サク

ルダーイ大経」とほぼ一致するが (主人公名など一部除く:洲 f,pp.73.
20‐ 83.32;″Ⅳ fr,pp.15.4‐ 21.32.)、 五通の次に位置する漏尽通の記述

のみが大きく異なる。榎本氏は、漏尽通の説明から解脱の自覚を述べた表

現が消滅した後の例としてパーリ「十上経」より、「漏の消滅によって、漏

なき心の解脱、知恵による心の解脱を現世において自ら知り、目のあたり
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ヤこ悟 り、体得しつつ過ごす。」(「初期仏典における三明の展開」七五頁。い r

fff,p.281.25‐ 27.)と の文を引用している。

興味深いことに、「サクルダーイ大経」の漏尽通の説明はこのパーリ「十

上経」の文と同一である (〃Ⅳ 〃,p.22.2‐ 4.)。 つまり「沙門果経」と

「サクルダーイ大経」とは四禅乃至六通のほとんどの記述で一致しながら、

最後の漏尽通に関してのみ異なり、「沙門果経」にあった解脱の自覚が「サ

クルダーイ大経」では消えているのである。「沙門果経」における四禅乃至

六通の構造は阿含の修行道の集大成的な段階を示すとされているが (田中

教照『初期仏教の修行道論』山喜房 1993,pp.188‐ 199)、 漏尽通の発展

を考慮すると、阿含の修行道は「沙門果経」からさらに「サクルダーイ大

経」へ発展したということができる。

(9)DN ll Kevaddhasutta:DAr I,pp.212.21‐ 213.6;ⅣIN 77卜lahasa_

kuludayisutta:」シリV II,p.18.10‐ 18,pp.18.29‐ 19.3;MN l19 Kayagata_

satisutta:JИ〕√III,p.98.2‐ 10;ANi五 .60 Brahma■ avagga:/1Ar I,p.170.

20-27;そ のほか増支部「一掬監品」 (AN五 i.100 Lo,aphalavagga):4Ⅳ

I,p.255.4‐ 12な ど。

(1の前田「神通より来迎ヘーインド仏教文学に見られる天界訪間の二方法

―」、丸山「法華経にみられる神秘の一考察一神通の示現とその意義一」な

ど。

(11)DⅣ f,p.77.8‐ 11.

(12)4ん動 pp。 425.3‐ 429。3.桜部『倶舎論』pp.240‐ 243.

(1の ここではadhitthana iddhiを加持神通と訳したが、水野弘元博士は「決

意神通」 (『南伝大蔵経』63,p.310)と 、渡辺照宏博士は「摂受神通」 (同

41,p.150)と している。adhitthanaに ついては渡辺「Adhiothana(加持)

文献学的試論」 (『成田山仏教研究所紀要』2,pp.1‐ 91)の結論における「仏

または菩薩が衆生を守護し教化し指導する目的で、慈悲心から超自然的な

現象を生ぜじめること」を含意するものとして、「加持」と和訳した。なお
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とくに法華経におけるadhitthanaに ついてはこの渡辺論文に再検討を加

えた伊藤瑞叡「法華経寿量品如来秘密神通之力考」 (『野村燿昌博士古希記

念論集仏教史仏教学集』春秋社 1987,pp.513‐ 534.)がある。

(14)√ts,2z. 」7,pp.378.17‐ 406.31.

いつ■S・ II,pp.207.1‐ 214.6.

(1の水野弘元「巴利聖典成立史上における無凝解道及び義釈の地位」『仏教

研究』4‐ 3,5,6,1940‐ 41.

(17)yts,20.五 r,p.pp.405。 34‐ 406.31.

(18)晩
s夕2z.〃 ,p.405.13.

い
"3S・ fr,p.210。 31-211.1.

120p■ s.II,pp.209.28‐ 210.12.

1211■ so ff,pp.209。 28‐ 210.12.

02)スm%p.427.8‐ 10.梶山「神変」。

(23)unrai Wogihara(ed。
), Bο″みたαιわαら力笏,2zあ Tokyo 1936(repr.San_

kibo 1971),pp.58‐ 66.

04Bθ励娠彦υαみ力π%グにおける各項の出所はそれぞれ、圧縮と拡大 (nO.7,

8:p.61.10‐ 12)、 出現と隠没 (nO.11,12:p.62.7‐ 9)、 往来 (nO.6:p.61.

2-9)である。なお十八分類は『摂大乗論』に引き継がれるが、そちらで

は能化通に相当する記述はない。nienne Lamotte,Lα  ttππθ tt Gzπ グ

ル/勧虎%ル tome l,Louvain 1938,p.71.長 尾雅人『摂大乗論 和訳と注解

下』講談社 1987,pp.213‐ 216.

(25)渡辺照宏「Adhiothana(カ ロ持)文献学的試論」、伊藤瑞叡「法華経寿量

品如来秘密神通之力考」参照。

●0各項の概念は重複していてすべて神通力といいうるものであり、訳語

は羅什訳『妙法蓮華経』の漢訳を考慮した最大公約数的なものである。

(2つ
Fddhiを「神通」「ネ申(通)力」と訳す一方rddhi‐balaも「神通」「ネ申(通 )

力」「ネ申変」と訳し、同類のmaharddhikaを 「神 (通)力」「大神通」「 (大 )
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威徳」「威徳力」とした り、anubhavaを「ネ申 (通)力」「威力」「威光」と訳

した りしている。

128)KN 66.8;312.2.そ の異読の問題点について戸田宏文「法華経の成立」

(『東洋学術研究』 23‐ 1,pp.141_181)第 二節および第九節参照。
(29)KN 200. 9 ‐ 12.

(30)KN 150. 1 ‐ 2.

(31)KN 155. 1 ‐ 2.

°幼■S ff,p.228.26.

°°3SI,p.2.35‐ 36.

°°3SI,pp.114.32‐ 115.24.

(35)」DAr f,pp.82.24‐ 83.3

00ほかに『大智度論』 (『大正』25,1509)p.98a.陥物.二 p.176。 18‐ 22;

陥 %。 二 pp.423.11‐ 429.19な ど。『清浄道論』では天眼によりものを見

るために光明 (履 loka)を 作ることが光明遍により完成するという。これは

十遍の中の一であるが、初期にはaloka_kasi,aは teiO― kasi■aである。また

「光を保ち (a10kapariggahena)大きな光輝をもつ (mahajutikatta)か ら

天という」と述べている (階物.f,p.423.23‐ 24.)。
(37)KN 6.6-8。

2.

(38)K]ヽ  17.5‐ 7.

09)苅谷定彦『法華経一仏乗の思想』 (東方出版 1983)第一章。

(40)KN 7.13‐ 8.1.

(41)KN 20. 12 ‐ 14.

(42)KN 163. 5‐  164. 3.

“
3)『大阿弥陀経』 (『阿弥陀三耶三仏薩楼仏檀過度人道経』:『大正』12)

p.303a,316c.『 無量清浄平等覚経』 (『大正』12)p.281a,p.282b,p.290b.

(44)P.L.Vaidya(ed.),4,´

“
αЙ慶薦a夕商甕のαz%′娩 BuddhiSt Sanskrit

Tёxts No.4,Darbhanga 1960,p.180.24‐ 29;p.226. 10‐ 14.
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“
ON.Dutt(ed.), 2zπ

“
υ″働法α乃

“
π々 α 物 ″″αZ%′れ αιた%′滋

Ottπ″′&れes,ハb.2&Calcutta 1934,pp.5.14‐ 17。 12;『摩訂般若波羅

蜜経』 (『大正』8)pp.217b‐ 218c.

“
0梶山雄一「ネ申変としての浄土教」『仏教』29,法蔵館 1994,pp.204-224,

同「神変」。

(4つ〔効ち Thu334b4‐ 335a6.

“
め原始分法華経からは除外される提婆品にはその例がある (KN 265。 4.

‐266.3)。 授記における放光については静谷正雄『初期大乗仏教の成立過

程』百華苑 1974,pp.225-233.同氏はこの授記における放光の起源を仏塔

信仰者グループに求め、大乗仏教に受け継がれていく一方で一部の部派仏

教にも受容されたと推定している。

“"苅
谷定彦「法華経における『分身』」『高井隆秀教授還暦記念論集 密

教思想』 (『密教学』13014合併号)1977,pp.301‐ 318,n。 7.同 「法華経に

おける仏陀観」『密教学研究』7,1975,pp.71‐ 85.村上真完「書評・紹介

塚本啓祥著『法華経の成立 と背景 インド文化 と大乗仏教』」 (『仏教史学研

究』31‐ 2,1988,pp。 184‐ 191)pp.186‐ 187も 参照。

(50)KN 388. 1 ‐9.

t51)苅谷「法華経における仏陀観」、梶山「神変 としての浄土教」。

(52)働ち Thu 280b5‐ 284al.

(53)働ち Thu 283a2‐ 3.

(54)働ち Thu 284a8.

(55)w.R.Kloetzli,B%ααんなι Cottο o9,Delhi 1983,esp.pp.8-9,103‐ 111.
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